
　

種
蒔
き
も
終
わ
り
、
田
ん
ぼ
に
水

が
張
ら
れ
、
早
苗
に
新
緑
が
映
え
、

カ
エ
ル
の
声
が
空
き
家
に
も
昔
と
変

わ
ら
ず
響
き
ま
す
。
五
穀
豊
穣
を

願
っ
て
管
理
が
問
わ
れ
、
こ
れ
か
ら

が
勝
負
で
す
。

　

３
月
定
例
会
は
、
予
算
議
会
と
も

称
さ
れ
「
誰
も
が
安
心
し
て
住
む
こ

と
が
で
き
る
町
」
の
町
長
施
政
方
針

の
も
と
、
産
業
振
興
、
福
祉
の
充

実
、
生
活
・
子
育
て
支
援
等
、
各
事

業
に
予
算
と
言
う
種
が
播
か
れ
ま
し

た
。

　

予
算
執
行
と
言
う
管
理
状
況
を
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
評
価
を
頂
き
な
が

ら
、
議
会
も
実
り
豊
か
な
成
果
を
追

求
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

是
非
議
会
に
届
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

記

U
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
は

　

昭
和
43
年
高
校
卒
業
後
、
電
電
公
社

（
現
在
N
T
T
）
鳥
取
支
店
に
入
社
し

て
、
鳥
取
、
広
島
、
東
京
と
転
勤
を
繰

り
返
し
、
50
歳
の
時
に
米
子
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

当
時
、
管
理
職
と
し
て
人
員
整
理
に

携
わ
り
、
他
人
を
辞
め
さ
せ
て
自
分
だ

け
が
残
っ
て
い
い
の
か
と
葛
藤
し
て
い

る
時
期
に
、
父
親
の
具
合
が
悪
く
な
っ

た
の
と
、
都
会
で
65
歳
ま
で
勤
め
て
い

た
ら
い
い
ナ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
米

子
転
勤
が
縁
で
田
舎
に
帰
っ
て
み
る
と

自
然
が
好
き
な
ん
だ
と
、
里
心
が
付
い

た
感
じ
。
53
歳
で
U
タ
ー
ン
を
決
意
し

ま
し
た
。

帰
ら
れ
て
か
ら
の
生
活
は

　

中
海
C
A
T
V
の
宅
内
工
事
や
、
会

社
で
の
経
験
を
活
か
し
て
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
講
師
、
日
野
高
校
の
O
A
関
連
で

主
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
双
葉
寮

の
舎
監
、
N
T
T
の
営
業
を
臨
時
で
4

年
や
り
60
歳
で
き
っ
ぱ
り
辞
め
ま
し
た
。

　

悠
々
自
適
に
や
っ
て
い
た
け
ど
役
職

依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
30
数
年
離

れ
て
い
た
間
も
皆
で
地
域
を
ま
と
め
て

く
れ
て
い
た
と
感
謝
し
、
役
回
り
が
来

た
の
か
と
覚
悟
し
ま
し
た
。
た
だ
皆
で

カ
バ
ー
し
合
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

行
き
た
い
も
の
で
す
。

法
人
「
農
天
気
」
設
立
の
い
き
さ
つ
は

　

27
年
2
月
に
組
合
員
26
名
、
耕
地
提

供
者
31
名
、
約
12 

ha
の
規
模
で
設
立
し

ま
し
た
。
地
域
を
守
り
、
景
観
を
守
る

事
が
目
的
で
、
大
規
模
法
人
で
は
草
刈

り
等
、
維
持
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
成
り

は
し
な
い
か
と
懸
念
が
有
り
、
地
域
の

仲
間
と
や
ろ
う
と
の
話
し
合
い
か
ら
。

　

任
意
団
体
で
受
託
組
合
を
作
り
、
中

山
間
直
接
支
払
を
利
用
し
て
機
械
も
購

入
し
て
い
た
の
で
割
と
抵
抗
な
く
で
き

た
。

日
南
町
が
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
に
は

　

女
性
が
活
躍
で
き
る
町
で
な
い
と
ダ

メ
。
女
性
が
活
き
活
き
と
自
己
表
現
で

き
て
、
活
躍
で
き
る
こ
と
に
よ
り
面
白

い
町
づ
く
り
が
期
待
で
き
る
の
で
は
。

そ
う
な
れ
ば
面
白
そ
う
と
他
所
か
ら
女

性
が
入
り
易
い
。
新
し
い
視
点
も
生
ま

れ
る
の
で
は
。
そ
れ
と
地
域
的
に
他
所

か
ら
来
た
人
に
距
離
を
置
く
傾
向
に
あ

る
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
を
優
し
く
包
ん
で

あ
げ
れ
る
地
域
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

あ
か
ね
の
郷
家
族
会
長
と
し
て

　

家
族
会
の
中
に
職
員
も
入
っ
て
い
る

の
で
、
キ
ツ
イ
仕
事
を
良
く
や
っ
て
く

れ
て
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。
和

や
か
な
雰
囲
気
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

中
途
退
職
が
減
り
、
新
規
採
用
が
う
ま

く
い
け
ば
と
の
想
い
は
強
い
で
す
。

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
研
修
生
受
け
入
れ
は
、

い
い
で
す
ね
ぇ
。
日
本
人
の
国
で
な
い

と
い
け
な
い
考
え
は
根
強
い
け
ど
、
農

業
も
一
緒
で
他
所
の
人
を
受
け
入
れ
て

い
か
な
い
と
日
本
が
成
り
立
た
な
い
時

代
が
来
る
と
思
う
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

惠
比
奈
礼
子

　
　
　

副
委
員
長　

足
羽　
　

覚

　
　
　

委　
　

員　

近
藤　

仁
志

　
　
　
　

 

〃　
　

  

大
西　
　

保

　
　
　
　

 

〃　
　

  

古
都　

勝
人

　
　
　
　

 

〃　
　

  

福
田　
　

稔

2
4
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2
4
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20

おもな内容おもな内容
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後
藤
　
厚
見
さ
ん
（
上
石
見
）

あ
つ
み

い
き
い
き
と
女
性
が
活
躍
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
町
が
面
白
く
な
る

３月定例会
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一般質問（4名）
委員会活動報告
どっこい、この町に生きる
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発行／日南町議会　〒689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800　TEL（0859）82－1900
ホームページ／http://www.town.nichinan.lg.jp/p/1/15/2/
編集／議会広報常任委員会　  印刷／株式会社高下印刷

発行／日南町議会　〒689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800　TEL（0859）82－1900
ホームページ／http://www.town.nichinan.lg.jp/p/1/15/2/
編集／議会広報常任委員会　  印刷／株式会社高下印刷

インタビューシリーズ

編
集
後
記

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.lg.jp

発芽状態を点検

－20－



◆
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

一部
変
更

　
公
の
施
設
の
指
定
管
理

◆
道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷

（
株
）サ
ク
セ
ス・香
川
県
坂
出
市

◆
ゆ
き
ん
こ
村

　
（
株
）
創
環
・
南
部
町

　
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
2
0
0
年
の
森
遊
歩
道
整
備

　
　
　
　
　
　
　

７
６
３
万
円

◆
町
有
財
産
緊
急
修
繕
費
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

◆
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
の

消
防
費
負
担
金
の
増
額

　
　
　
　
　
　
　

２
６
６
万
円

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

◆
日
南
福
祉
会
施
設
使
用
料
を

免
除
す
る
た
め
歳
入
の
減
額

　
　
　
　
　
　
２
，７
９
５
万
円

議
決
し
た
お
も
な
も
の

　増原町長は、「誰もが安心して住むことができるまち」にするた
め、自らの３期目４年間は国民健康保険税、介護保険料、水道料、
下水道料を据え置く方針を示し、各種公共料金が据え置かれる予
算となりました。
　また子育て環境の充実のための高等学校通学費等の助成、日
南福祉会の人材確保のための介護福祉人材支度金貸与事業、モ
ンゴル日本語学校からの人材交流派遣事業、少子化対策として
の結婚活動支援事業が始まります。

にちなん議会だより　 平成30年4月発行　No.151

－2－－3－

３月定例会３月定例会
3月2日～3月23日（22日間）3月2日～3月23日（22日間）

平成30年度予算は定住・ 人口対策を重点施策に平成30年度予算は定住・ 人口対策を重点施策に

　

日
南
町
議
会
の
３
月
定
例
会
は
、３
月
２
日
か
ら
２３
日
ま
で
の
２２
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

３
期
目
の
再
選
を
果
た
し
た
増
原
町
長
に
よ
る
平
成
３０
年
度
施
政
方
針
説
明
を
受
け
て
、４
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
２９
年
度
補
正
予
算
、平
成
３０
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
各
会
計
の
当
初
予
算
お

よ
び
条
例
案
は
、原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

予
算
審
査
は
、議
員
全
員
で
構
成
す
る「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」（
委
員
長・山
本
芳
昭
）を
設
置
し
、担
当

課
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
、住
民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
予
算
と
な
る
よ
う
審
議
を
深
め
ま
し
た
。

公共料金の据え置き、子育て環境の充実、  移住定住促進、結婚支援などの予算を議決公共料金の据え置き、子育て環境の充実、  移住定住促進、結婚支援などの予算を議決

平成３０年度　会計別当初予算額
金　額会　計

一 　 般 　 会 　 計

国民健康保険会計

簡 易 水 道 会 計

農業集落排水会計

介 護 保 険 会 計

介護サービス会計

後期高齢者医療会計

病 院 事 業 会 計

　　　　収益的収支

　　　　資本的収支

合　　計

64億896万3千円

6億9,098万0千円

2億7,368万0千円

2億974万7千円

10億2,309万6千円

9,162万5千円

9,741万7千円

3,970万2千円

12億4,117万8千円

11億2,714万4千円

1億1,403万4千円

100億7,638万8千円

対前年度比

△3億4,447万3千円

△9,454万3千円

△343万7千円

2,725万9千円

△4,778万0千円

△3,687万1千円

285万9千円

3,247万5千円

△2,484万5千円

2,034万8千円

△4,519万3千円

△4億8,935万6千円

再生可能エネルギー
発 電 事 業 会 計

福栄コミュニティーセンター建設事業
(１億600万円)

福栄コミュニティーセンター建設事業
(１億600万円)

観光振興対策事業
（ホタル観光振興ほか）

(2,400万円)

観光振興対策事業
（ホタル観光振興ほか）

(2,400万円)

デジタル防災行政無線整備工事
(3億2,500万円)

デジタル防災行政無線整備工事
(3億2,500万円)

タウンズネット管理運営事務
（CATV施設FTTH化設計業務）

(3,300万円)

タウンズネット管理運営事務
（CATV施設FTTH化設計業務）

(3,300万円)

印賀トマトハウス団地整備
(2,200万円)

印賀トマトハウス団地整備
(2,200万円)

介護福祉人材支度金貸与事業
(500万円)

介護福祉人材支度金貸与事業
(500万円)

高等学校等通学費等助成事業
(510万円)

高等学校等通学費等助成事業
(510万円) (240万円)(240万円)

外国人材交流派遣事業外国人材交流派遣事業

平成30年度　おもな新規事業平成30年度　おもな新規事業

医療・福祉現場等で不足する人材確保の一方
策として、モンゴル日本語学校の卒業生を受
け入れるための体制作り



ふ
る
さ
と
納
税

問　

近
藤
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
が
減
っ
て
い
る

が
町
の
取
組
む
姿
勢
は
。

答　

坂
本
室
長

総
務
省
か
ら
返
礼
の
上
限
と
し

て
3
割
の
指
示
。
道
の
駅
の
売

上
も
上
が
る
よ
う
に
、
道
の
駅

の
商
品
を
使
用
。

問　

近
藤
議
員

返
礼
品
に
対
し
て
の
感
想
は
。

答　

坂
本
室
長

ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
て
な
い

が
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
評
価
を

受
け
て
い
る
。

問　

村
上
議
員

魅
力
あ
る
返
礼
品
と
し
て
、
み

ら
い
フ
ァ
ー
ム
の
和
牛
や
豚

肉
・
鳥
肉
な
ど
も
取
入
れ
て
も

良
い
の
で
は
。

答　

高
見
総
務
課
長

牛
の
場
合
は
1
頭
買
い
が
条
件
。

次
の
道
の
駅
の
管
理
者
は
物
販

を
積
極
的
に
さ
れ
る
。
4
品
目

の
肉
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取

組
む
と
思
う
。

山
上
分
団
機
庫

問　

近
藤
議
員

山
上
分
団
機
庫
の
規
模
は
。

答　

渡
辺
防
災
監

現
在
は
車
庫
だ
け
。
今
回
は
待

機
所
も
含
め
た
計
画
。

問　

近
藤
議
員

現
在
の
場
所
で
面
積
を
確
保
で

き
る
の
か
。

答　

渡
辺
防
災
監

今
の
場
所
が
集
ま
り
易
い
、
駐

車
し
易
い
と
い
う
事
で
、
一
階

を
車
庫
、
二
階
を
待
機
所
。

問　

福
田
議
員

お
お
く
さ
荘
の
活
用
は
。

答　

渡
辺
防
災
監

検
討
は
し
た
が
、
今
後
活
用
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

問　

古
都
議
員

地
元
の
意
向
ば
か
り
で
担
当
課

の
ス
タ
ン
ス
が
見
え
な
い
。
今

後
更
新
す
る
場
合
、
待
機
所
を

全
て
の
分
団
に
作
る
の
か
。

答　

渡
辺
防
災
監

山
の
上
３
分
団
に
待
機
所
が
な

く
検
討
し
て
行
き
た
い
。

問　

古
都
議
員

当
面
、
お
お
く
さ
荘
を
活
用
し

て
、
支
障
が
で
れ
ば
、
建
替
え

を
。
今
一
度
場
所
の
検
討
を
。

答　

新
築
は
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
検
討
し
て
行
く
。

モ
ン
ゴ
ル
日
本
語
学
校

卒
業
生
受
入

問　

近
藤
議
員

国
の
制
度
な
ど
の
活
用
や
法
的

な
制
約
は
な
い
か
。

答　

実
延
室
長

国
の
制
度
活
用
は
調
べ
る
。
入

管
の
制
約
や
、
外
国
人
技
能
実

習
制
度
、
在
留
資
格
な
ど
、
法

的
手
続
き
が
あ
る
。

問　

近
藤
議
員

研
修
生
は
、
研
修
な
の
か
就
労

な
の
か
。
ま
た
期
間
は
。

答　

実
延
室
長

技
能
実
習
制
度
は
1
年
か
ら
5

年
間
、
1
年
経
つ
と
試
験
が
あ

る
。
在
留
資
格
は
業
務
内
容
に

よ
り
、
1
年
か
ら
5
年
間
。

答　

木
下
企
画
課
長

高
卒
者
に
対
し
就
労
を
受
入
。

問　

大
西
議
員

モ
ン
ゴ
ル
派
遣
メ
ン
バ
ー
は
決

ま
っ
て
い
る
か
。

答　

実
延
室
長

町
長
、
随
行
員
、
通
訳
、
事
務

担
当
職
員
。

問　

大
西
議
員

通
訳
は
現
地
か
ら
で
は
。

答　

実
延
室
長

現
地
の
送
り
出
し
機
関
と
受
入

機
関
共
に
必
要
。

問　

大
西
議
員

モ
ン
ゴ
ル
の
年
度
変
わ
り
は
い

つ
か
。

答　

実
延
室
長

7
月
に
学
校
が
終
わ
り
、
9
月

か
ら
新
年
度
。

問　

久
代
議
員

町
内
の
外
国
人
労
働
者
の
実
態

を
調
査
し
た
か
。

答　

実
延
室
長

聞
き
取
り
で
、
一
社
で
3
名
、

も
う
一
社
で
6
名
。

問　

久
代
議
員

町
内
の
外
国
人
労
働
者
の
実
態

を
把
握
し
、
資
料
と
し
て
提
出

を
求
め
る
。

答　

実
延
室
長

資
料
と
し
て
提
出
す
る
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算  

一
般
会
計
予
算　

質 

疑 

応 

答

問　

坪
倉
議
員

事
業
の
流
れ
は
。
全
体
ス
キ
ー

ム
の
資
料
を
求
め
る
。

答　

実
延
室
長

町
の
支
援
で
相
手
国
に
信
頼
性

を
得
る
。
申
請
事
務
の
フ
ォ

ロ
ー
や
町
内
の
ニ
ー
ズ
確
認
、

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
。

問　

坪
倉
議
員

人
選
の
責
任
は
問
わ
れ
な
い
か
。

答　

実
延
室
長

送
り
出
し
機
関
か
ら
多
数
の
人

を
推
薦
し
て
も
ら
い
、
企
業
が

人
選
す
る
。　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

受
け
入
れ

問　

足
羽
議
員

受
入
予
定
時
期
は
。

答　

実
延
室
長

大
学
生
の
夏
休
み
に
合
わ
せ
て
、

企
業
に
お
願
い
す
る
。

問　

坪
倉
議
員

P
R
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

答　

実
延
室
長

鳥
大
・
島
大
に
説
明
。
町
内
は
、

商
工
会
で
の
P
R
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
P
R
。

問　

坪
倉
議
員

旅
費
が
2
千
円
と
少
額
だ
が
、

近
隣
大
学
の
み
か
。

答　

実
延
室
長

教
育
機
関
全
て
が
対
象
。
町
と

連
携
し
た
大
学
は
個
別
対
応
。

問　

古
都
議
員

人
口
増
加
や
産
業
の
活
性
化
に

繋
が
る
か
疑
問
で
あ
る
。
取
組

ま
れ
る
動
機
は
何
か
。

答　

実
延
室
長

役
場
に
も
鳥
大
か
ら
の
実
績
が

あ
る
。
全
国
的
に
田
舎
で
起
業

志
向
も
あ
る
。

婚
姻
奨
励
事
業

問　

久
代
議
員

婚
姻
奨
励
事
業
に
つ
い
て
具
体

的
に
説
明
を
求
め
る
。

答　

丸
山
教
育
長

婚
活
を
な
ぜ
教
育
課
な
の
か
。

現
在
は
青
年
団
な
ど
の
仕
組
み

が
な
い
。
ま
た
、
仲
人
も
減
少

し
て
い
る
。
婚
期
の
成
人
者
や

未
婚
者
と
親
や
仲
人
に
町
民
大

学
の
講
師
な
ど
を
活
用
し
、
学

習
に
取
組
む
。
実
質
的
な
所
の

委
託
登
録
料
を
業
者
に
出
し
て
、

町
と
し
て
パ
イ
プ
を
繋
ぐ
。

問　

久
代
議
員

農
林
業
研
修
生
等
の
U
I
タ
ー

ン
な
ど
、
未
婚
者
が
語
り
合
え

る
機
会
を
設
け
た
ら
。

答　

丸
山
教
育
長

学
習
会
な
ら
参
加
し
易
い
の
で

は
。
ま
た
、
専
門
家
に
期
待
し

て
い
る
。

問　

坪
倉
議
員

セ
ミ
ナ
ー
は
何
回
の
予
定
か
。

ま
た
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
活
動

計
画
は
。

答　

段
塚
室
長

セ
ミ
ナ
ー
は
5
回
程
度
。
イ
ベ

ン
ト
は
出
会
い
の
場
を
提
供
。

問　

坪
倉
議
員

丸
投
げ
で
な
く
教
育
課
が
す
る

中
で
、
業
者
に
委
託
す
る
の
か
。

答　

段
塚
室
長

募
集
か
ら
専
門
業
者
に
委
託
し

た
い
。

問　

坪
倉
議
員

登
録
助
成
の
相
談
所
は
ど
こ
か
。

答　

段
塚
室
長

特
定
は
し
て
い
な
い
。
10
人
分

の
初
期
登
録
料
を
助
成
。

問　

古
都
議
員

過
去
、
県
西
部
の
農
業
委
員
会

が
行
っ
た
が
、
他
の
地
域
へ
転

出
ば
か
り
だ
っ
た
。
教
育
課
と

し
て
注
意
を
。

答　

丸
山
教
育
長

3
月
末
ま
で
に
は
、
分
か
っ
て

貰
え
る
よ
う
な
講
演
会
を
柱
に

持
ち
、
学
習
会
を
進
め
る
。

社
会
体
育
館
の
F
S
C

認
証

問　

荒
木
議
員

認
証
材
は
屋
根
だ
け
だ
が
、
建

物
自
体
に
対
す
る
認
証
か
。

答　

段
塚
室
長

建
物
自
体
に
認
証
を
取
る
。

問　

村
上
議
員

体
育
館
は
、
F
S
C
材
を
使
う

の
が
前
提
だ
が
、
認
証
を
と
る

意
味
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

答　

丸
山
教
育
長

認
証
施
設
で
あ
る
事
を
明
記
し

P
R
。

問　

村
上
議
員

仕
入
れ
先
の
森
林
組
合
か
ら

F
S
C
認
証
林
の
証
明
を
取
れ

ば
良
い
の
で
は
。

答　

丸
山
教
育
長

道
の
駅
と
同
様
で
、
町
で
作
っ

た
物
に
対
し
F
S
C
認
証
を
し

て
行
く
。

問　

大
西
議
員

F
S
C
審
査
は
年
一
回
行
わ
れ

る
。
資
料
提
出
を
。

答　

安
達
教
育
次
長

材
だ
け
で
な
く
、
加
工
会
社
も

含
め
F
S
C
認
証
の
体
育
館
と

な
る
。

問　

村
上
議
員

F
S
C
認
証
の
資
格
を
持
っ
た

会
社
を
選
定
さ
れ
る
の
が
前
提

か
。

答　

安
達
教
育
次
長

資
格
を
持
っ
た
所
を
選
定
。

返礼品として希望の多い日南米

老朽化した山上分団機庫

日本語表記の進路指導室

鳥大保健学科インターンシップ

FSC認証を取得している道の駅

問問問問 問問答答答答答答問問答答
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問問問問問問 答答答答
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農
地
最
適
化

推
進
計
画

問
　
坪
倉
議
員

初
年
度
で
ど
の
程
度
、
農
地
最

適
化
推
進
計
画
が
進
ん
だ
の
か
。

答
　
伊
田
農
業
委
員
会
事
務
局
長

年
間
50
〜
60 
ha
を
集
積
予
定
し

て
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
非
農

地
化
が
2.2 

ha
改
善
。

新
経
営
体
も
立
ち
上
が
っ
た
。

問
　
古
都
議
員

非
農
地
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と

登
記
経
費
は
不
要
か
。

答
　
伊
田
農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
が
B
判
定
し
た
農

地
に
つ
い
て
は
不
要
。　

管
理
が
不
十
分
で
転
用
を
か
け

る
所
は
必
要
。

に
ち
な
ん

ブ
ラ
ン
ド
化
促
進

問
　
古
都
議
員

道
の
駅
出
荷
者
協
議
会
の
み
へ

1
0
0
万
円
の
支
援
は
不
公
平
。

各
組
織
の
均
衡
は
。

答
　
久
城
農
林
課
長

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
為
、
当
面

重
点
的
に
支
援
。

問
　
古
都
議
員

町
内
の
野
菜
生
産
団
体
に
も
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。

答
　
久
城
農
林
課
長

野
菜
苗
の
助
成
な
ど
で
支
援
し

て
い
る
。
道
の
駅
の
新
指
定
管

理
者
に
期
待
し
た
い
。

問
　
坪
倉
議
員

過
疎
債
ソ
フ
ト
事
業
は
何
処
に

充
当
す
る
の
か
。

答
　
岸
室
長

特
産
品
等
販
売
戦
略
と
販
路
促

進
事
業
等
委
託
費
に
2
0
0
万

円
充
当
。

問
　
坪
倉
議
員

委
託
事
業
よ
り
、
補
助
金
と
し

て
出
し
て
は
。

答
　
久
城
農
林
課
長

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
の
に
、
町

の
意
向
を
踏
ま
え
た
事
業
と
す

る
た
め
。

問
　
坪
倉
議
員

委
託
事
業
の
成
果
物
の
所
有
権

が
曖
昧
に
な
る
の
で
は
。

答
　
久
城
農
林
課
長

受
託
者
に
あ
る
。

原
木
価
格
安
定

対
策
事
業

問
　
坪
倉
議
員

オ
ロ
チ
に
対
し
て
、
原
木
支
援

が
今
後
も
必
要
か
。
ま
た
、
Ｃ

材
、
Ｄ
材
に
対
す
る
補
助
の
検

討
は
。

答
　
久
城
農
林
課
長

山
元
に
何
か
支
援
で
き
る
仕
組

み
創
り
を
検
討
し
た
い
。

問
　
坪
倉
議
員

一
民
間
企
業
に
対
す
る
支
援
の

精
査
が
必
要
。
木
材
の
カ
ス

ケ
ー
ド
利
用
に
対
す
る
支
援
に

変
え
て
行
く
べ
き
。

答
　
久
城
農
林
課
長

現
実
的
に
は
、
Ｃ
材
、
Ｄ
材
の

搬
出
経
費
が
合
わ
な
い
。
制
度

化
の
工
夫
が
必
要
。

問
　
坪
倉
議
員

Ｄ
材
は
実
際
取
扱
い
は
難
し
い

と
思
う
が
、
Ｃ
材
を
持
ち
出
し

て
、
D
W
フ
ァ
イ
バ
ー
や
燃
料

と
し
て
利
用
を
促
す
。

ま
た
、
集
積
場
に
搬
出
さ
れ
た

Ｃ
材
、
Ｄ
材
に
対
し
山
元
に
上

乗
せ
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
久
城
農
林
課
長

関
係
者
と
協
議
し
良
い
制
度
化

が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

高
齢
者
等

タ
ク
シ
ー
助
成
事
業

問
　
久
代
議
員

お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
は
施
設
入

所
者
も
対
象
に
な
る
か
。

答
　
梅
林
福
祉
保
健
課
長

29
年
度
は
施
設
入
所
者
は
対
象

外
で
あ
っ
た
が
、
町
内
に
住
所

の
あ
る
方
は
、
30
年
度
は
対
象

に
す
る
。

問
　
古
都
議
員

夜
間
は
予
約
が
必
要
。
配
布
時

に
周
知
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
梅
林
福
祉
保
健
課
長

夜
間
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
広
報
に
努
め
る
。

問
　
足
羽
議
員

地
域
に
よ
る
距
離
の
格
差
の
検

討
は
さ
れ
た
か
。

答
　
梅
林
福
祉
保
健
課
長

30
年
度
は
同
様
に
行
い
、
そ
の

後
検
討
す
る
。

か
す
み
荘
の

管
理
運
営

問
　
坪
倉
議
員

昨
年
、
か
す
み
荘
の
大
規
模
改

修
か
建
て
替
え
の
認
識
が
あ
っ

た
。
今
後
の
方
針
は
。

答
　
梅
林
福
祉
保
健
課
長

改
修
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
職
員
の
不
足
か
ら
あ
か
ね

の
郷
に
統
合
を
検
討
。
福
祉
会

の
方
針
決
定
を
待
っ
て
対
応
し

た
い
。

問
　
坪
倉
議
員

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
あ
か
ね

の
郷
の
拡
充
で
対
応
、
不
具
合

の
多
い
居
住
部
門
も
早
急
に
方

針
を
出
す
べ
き
。

答
　
梅
林
福
祉
保
健
課
長

急
い
で
対
応
す
る
。

簡
易
水
道
事
業

施
設
監
視
装
置

問
　
荒
木
議
員

施
設
監
視
装
置
の
内
容
は
。

答
　
高
橋
室
長

電
話
回
線
に
よ
る
通
報
か
ら
、

ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
る
通
報
を
計

画
。
警
報
以
外
に
具
体
的
数
値

が
確
認
で
き
る
。

問
　
荒
木
議
員

全
て
の
13
施
設
に
設
置
す
る
の

か
。

答
　
高
橋
室
長

施
設
ご
と
に
合
っ
た
内
容
の
物

を
、
13
施
設
に
導
入
す
る
。

問
　
荒
木
議
員

13
施
設
に
新
た
な
配
水
池
も

入
っ
て
い
る
か
。

答
　
高
橋
室
長

生
山
配
水
池
も
予
算
化
。

問
　
山
本
議
員

施
設
監
視
装
置
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
は
。

答
　
高
橋
室
長

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
料
と
し
て
、

月
3
，5
0
0
円×

各
装
置
ご

と
に
維
持
管
理
費
が
必
要
。

答
　
財
原
建
設
課
長

今
の
と
こ
ろ
、
月
3
，5
0
0

円×

13
施
設
で
は
な
い
。
想
定

で
は
そ
れ
以
上
に
必
要
。

問
　
山
本
議
員

ク
ラ
ウ
ド
の
使
用
料
だ
け
で
維

持
で
き
る
か
。

答
　
財
原
建
設
課
長

5
社
く
ら
い
か
ら
選
定
し
、
コ

ス
ト
面
も
配
慮
す
る
。

塵
芥
処
理
事
業

問
　
久
代
議
員

西
部
広
域
で
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
検
討
す
る
か
。

ま
た
、
下
石
見
の
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

答
　
浅
田
住
民
課
長

平
成
43
年
を
目
途
に
西
部
広
域

で
一
般
廃
棄
物
の
共
同
処
理
を

目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ー

キ
ン
グ
会
議
を
立
上
げ
検
討
を

進
め
る
。
町
施
設
の
維
持
管
理

は
地
元
に
了
解
を
得
て
な
い
が

43
年
ま
で
延
命
化
を
お
願
い
す

る
。

問
　
久
代
議
員

清
掃
セ
ン
タ
ー
修
繕
工
事
4
，

6
0
0
万
円
の
内
容
は
。

答
　
浅
田
住
民
課
長

炉
内
冷
却
装
置
修
繕
、
ク
レ
ー

ン
の
更
新
等
。

問
　
坪
倉
議
員

生
ご
み
の
堆
肥
化
実
績
は
。

答
　
浅
田
住
民
課
長

福
祉
会
、
病
院
、
道
の
駅
、
ト

マ
ト
加
工
が
生
ご
み
を
出
し
て

い
る
。

日
南
病
院

問
　
久
代
議
員

地
域
医
療
総
合
確
保
基
金
を

6
，3
1
6
万
円
取
り
崩
し
て

何
に
使
わ
れ
た
か
。

答
　
古
井
病
院
事
務
部
長

基
金
の
繰
入
金
は
6
，3
1
6

万
円
で
主
に
、
新
設
し
た
介
護

職
の
人
件
費
、
不
採
算
部
門
の

経
費
、
医
師
の
確
保
対
策
（
家

賃
等
）
、
外
来
医
師
給
与
等
に

充
て
る
。

問
　
坪
倉
議
員

昨
年
12
月
の
常
任
委
員
会
で
推

計
3
，0
0
0
万
円
の
取
り
崩

し
予
定
が
6
，3
1
6
万
円
に

な
っ
た
理
由
は
。

答
　
古
井
病
院
事
務
部
長

主
に
介
護
職
の
正
職
員
化
に
よ

る
人
件
費
。

問
　
久
代
議
員

昨
年
赤
字
決
算
だ
っ
た
が
、
29

年
度
の
決
算
見
込
み
は
。

答
　
古
井
病
院
事
務
部
長

損
益
計
算
書
で
は
、
損
益
ゼ
ロ

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増える荒廃地

ブランド化をめざす商品

DWファイバーの製造ライン

タクシー券発行窓口（福祉保健課）日南病院 就職ガイダンス（米子会場）　

水漏れが見られるボイラー

更新前の施設監視装置

つめが破損したクレーン

問問問問 答答

問問問問 答答答答問問答答問問答答問問答答問問問問 答答答答問問答答答答

答答

問問答答問問答答問問答答 問問答答

問問問問 答答

問問答答問問問問 答答問問問問 答答答答

答答問問答答問問答答答答 問問

答答問問答答問問答答
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３
．
観
光
振
興
対
策
事
業

 

来
訪
客
の
満
足
度
の
向
上
を

　

町
の
観
光
振
興
施
策
の
大
部

分
を
観
光
協
会
に
委
託
さ
れ
る

が
、
観
光
振
興
は
、
企
画
立
案

と
情
報
発
信
力
が
求
め
ら
れ
る
。

町
内
の
観
光
資
源
の
開
拓
と
有

機
的
な
連
携
を
す
す
め
、
付
加

価
値
の
創
出
や
来
訪
客
の
満
足

度
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
推
進
さ
れ
た
い
。

４
． 高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

    

管
理
運
営
事
務
、居
宅
介
護

    

事
業

　
早
期
の
修
繕
を

　

か
す
み
荘
は
、
老
朽
化
が
著

し
く
、
日
南
福
祉
会
か
ら
修
繕

要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
日
南

福
祉
会
で
は
、
施
設
の
統
合
な

ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る

と
聞
く
が
、
早
急
に
施
設
運
用

方
針
を
決
定
し
対
応
す
る
と
と

も
に
、
当
面
の
利
用
に
不
都
合

が
な
い
よ
う
善
処
さ
れ
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
は
各

1
名
参
加
さ
れ
る
よ
う
計
画
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
事
業
目
的
達

成
の
た
め
、
新
規
会
員
の
勧
誘

を
行
う
な
ど
交
流
・
関
係
人
口

の
増
加
に
努
め
ら
れ
た
い
。

５
．
日
南
町
人
材
育
成
事
業

　
通
学
バ
ス
の
無
償
化
を

　

高
等
学
校
等
の
通
学
、
下
宿
、

寮
費
を
助
成
す
る
が
、
小
中
学

生
の
通
学
バ
ス
定
期
代
の
無
償

化
を
実
施
し
義
務
教
育
期
間
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

検
討
さ
れ
た
い
。

６
．
婚
姻
奨
励
事
業

　
実
績
を
求
め
る

　

婚
姻
奨
励
事
業
と
し
て
、
セ

ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
、
相
談
会

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
企

画
課
所
管
の
出
会
い
の
場
づ
く

り
実
行
委
員
会
が
行
う
イ
ベ
ン

ト
と
と
も
に
広
く
情
報
提
供
さ

れ
、
意
識
の
醸
成
と
実
が
上
が

る
よ
う
、
委
託
事
業
者
任
せ
に

せ
ず
主
体
性
を
持
っ
て
取
り
組

ま
れ
た
い
。

②
お
お
く
さ
荘
な
ど
今
後
の
活

用
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な
い
施

設
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
の
管

理
と
し
町
有
施
設
全
体
を
見
渡

し
た
有
効
活
用
ま
た
は
、
処
分

を
さ
れ
た
い
。

例
え
ば
山
上
分
団
消
防
車
購
入

に
伴
い
機
庫
を
新
築
す
る
計
画

で
あ
る
が
、
遊
休
施
設
の
再
利

用
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
関
東
町
人
会
開
催
事
業

　
地
域
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の

　
　
　
　
　
よ
い
参
加
を

　

担
当
職
員
、
地
域
住
民
、
議

員
な
ど
25
名
分
の
旅
費
を
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
に
よ
り

参
加
者
の
偏
り
が
み
ら
れ
る
。

１
．
町
有
財
産
管
理
運
営

　
　

事
務

　
返
還
を
求
め
る

①
日
南
町
か
ら
日
南
プ
レ
カ
ッ

ト
事
業
協
同
組
合
に
賃
貸
し
て

い
る
土
地
は
、
現
在
、
プ
レ

カ
ッ
ト
事
業
を
さ
れ
て
お
ら
ず

所
期
の
目
的
と
用
途
が
変
わ
っ

て
い
る
。
返
還
に
つ
い
て
交
渉

さ
れ
た
い
。

一
般
会
計

 

反
対　

久
代
議
員

　

介
護
給
付
費
の
準
備
基
金
も

約
一
千
万
円
取
り
崩
さ
れ
て
、

国
保
、
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

据
え
置
き
を
決
断
さ
れ
た
事
は

大
変
評
価
し
て
い
る
。

　

増
原
町
政
３
期
目
で
、
一
番

気
に
な
る
の
は
人
権
政
策
で
あ

る
。
毎
年
２
千
２
百
万
円
の
予

算
額
が
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

組
織
の
活
動
費
の
中
で
、
一

運
動
団
体
や
あ
る
特
定
地
域
・

自
治
会
に
対
し
て
補
助
す
る
こ

と
は
問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
い
ろ
ん
な
大
会
に
派
遣
す

る
に
は
、
人
権
問
題
を
テ
ー
マ

と
し
て
全
町
か
ら
募
集
し
て
行

く
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
。

 

賛
成　

坪
倉
議
員

　

予
算
審
査
の
過
程
で
、
議
員

か
ら
色
々
な
指
摘
や
課
題
が

あ
っ
た
。

　

現
場
に
立
脚
し
、
町
民
の
目

線
で
よ
り
効
率
的
な
予
算
の
執

行
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

結
婚
対
策
等
生
き
残
り
を
懸

け
た
町
制
の
取
り
組
み
を
期
待

し
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計

 

反
対　

久
代
議
員

　

町
の
福
祉
施
設
は
公
設
民
営

と
し
て
、
１
０
０
％
町
の
資
金

で
建
て
た
が
、
そ
の
１
／
３
の

約
７
億
円
を
長
期
に
亘
っ
て
諸

収
入
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
い

う
試
算
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
日
南
福
祉
会
の
経

営
状
況
は
前
年
も
赤
字
で
あ
り

29
年
度
も
赤
字
決
算
見
通
し
に

な
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

29
年
度
は
２
７
，
９
５
３
千
円

の
使
用
料
を
全
額
減
免
さ
れ
た

が
、
今
後
の
福
祉
会
の
経
営
の

在
り
方
を
考
え
る
と
、
諸
収
入

と
し
て
い
る
金
額
が
妥
当
か
検

討
し
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
当
初
予
算
で
上
げ

て
い
る
２
５
，３
８
９
千
円
の
諸

収
入
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。   

　

賛
成　

大
西
議
員

　

使
用
料
相
当
額
の
負
担
に
つ

い
て
は
、
町
と
日
南
福
祉
会
と

の
当
事
者
間
で
、
年
度
ご
と
に

決
算
見
込
み
に
よ
り
協
議
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
の
決
算
見
込
み

は
マ
イ
ナ
ス
の
た
め
、
使
用
料

負
担
は
求
め
な
い
「
免
除
」
と

な
っ
た
。

　

特
に
経
営
課
題
で
あ
る
人
材

確
保
策
と
処
遇
改
善
策
等
の
対

応
費
用
に
充
て
る
と
さ
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

 

反
対　

久
代
議
員

　

一
つ
の
家
族
で
、
別
々
の
保

険
制
度
に
強
制
的
に
入
ら
せ
る

と
い
う
制
度
そ
の
も
の
に
問
題

が
あ
る
。

　

医
療
の
内
容
も
75
歳
以
上
の

被
保
険
者
に
と
っ
て
は
、
差
別

的
な
医
療
の
内
容
で
あ
る
。　

従
っ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
廃
止
し
て
、
国
保
や
社
会

保
険
に
加
入
で
き
る
、
年
齢
で

差
別
し
な
い
制
度
に
す
べ
き
で

あ
る
。

 

賛
成　

荒
木
議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

４
月
で
10
年
に
な
る
。　

　

２
つ
の
保
険
制
度
に
分
け
た

大
き
な
理
由
は
、
日
本
の
国
民

皆
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
医
療
の

安
全
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
さ

ず
に
安
定
し
た
恒
久
的
な
保
険

制
度
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。

日南プレカット

第17回関東町人会障がい者グループホームに予定される虹の郷

ふれあい人権講座（H30.4.10 ）

待望される通学補助

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告

　

3
月
定
例
会
で
は
、平
成
30
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、各
会
計
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
、

本
会
議
で
の
質
疑
後
、予
算
審
査
特
別
委
員
会（
委
員
長　

山
本
芳
昭
）を
設
置
し
て
、平

成
30
年
3
月
6
日
、7
日
、8
日
、9
日
、12
日
、16
日
、20
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、付
託

さ
れ
た
各
議
案
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
関
係
職
員
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
る
な
ど
慎
重

に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算  

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算　

討
論

 件　　　　　名

一般会計予算
介護サービス事業特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算

－
－
－

可決
可決
可決

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

×
×
×

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

－
－
－

結果

村
上　

正
広

福
田　
　

稔

古
都　

勝
人

足
羽　
　

覚

大
西　
　

保

久
代　

安
敏

惠
比
奈
礼
子

近
藤　

仁
志

荒
木　
　

博

坪
倉　

勝
幸

山
本　

芳
昭

（
欠　

員
）

平成30年度当初予算の賛否内訳

※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。
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日本語表示のモンゴル高等学校 庁舎内に帰ってきた観光協会

交
流
人
口
・
関
係
人
口
増

加
に
向
け
た
取
り
組
み

　

農
泊
推
進
事
業
の
計
画
が
示
さ
れ
た

が
、
観
光
協
会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
、
推
進
、
管
理
等
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
今
ま
で
の
事
業
を
継
続
、
推
進
し

て
い
く
上
で
現
体
制
の
ま
ま
で
や
れ
る

の
か
伺
う
。

　
　
　

増
原
町
長

　

平
成
30
年
度
に
向
け
常
勤
の
協
会
職

員
3
名
体
制
と
、
道
の
駅
観
光
案
内
の

た
め
の
パ
ー
ト
職
員
に
加
え
企
画
課
担

当
職
員
1
名
の
体
制
で
、
企
画
課
や
協

会
役
員
、
会
員
、
観
光
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ま
な
ど
、
町
内
協
力
者
の
支
援
も
い
た

だ
き
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

木
下
家
を
運
営
す
る
上
で
、

地
域
の
理
解
と
参
加
が
成

功
の
必
須
と
考
え
る
が
、
体
制
は
と

ら
れ
て
い
る
か

　
　
　

木
下
企
画
課
長

　

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
磨
き
上
げ
る

の
が
観
光
活
用
に
重
要
な
要
素
と
考
え

る
の
で
、
地
域
を
挙
げ
た
取
り
組
み
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

情
報
の
発
信
は
以
前
よ
り

進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
後

の
効
果
、
反
応
の
検
証
が
不
足
し
て

い
る
と
感
じ
る
。
来
町
者
の
意
向
、

動
向
、
満
足
度
調
査
は
、
継
続
し
発

　
　
　

外
国
人
材
交
流
派
遣
事
業

　

外
国
人
就
労
を
目
的
と
し
た
外
国
人

技
能
実
習
生
の
出
身
国
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

等
東
南
ア
ジ
ア
が
中
心
で
あ
る
が
、
ま

だ
実
績
が
少
な
い
モ
ン
ゴ
ル
を
な
ぜ
選

定
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

増
原
町
長　

　

鳥
取
県
は
モ
ン
ゴ
ル
中
央
県
と
交
流

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
も
大
変
友
好
的

な
関
係
で
あ
る
。
「
鳥
取
県
モ
ン
ゴ
ル

中
央
県
親
善
協
会
」
は
県
民
レ
ベ
ル
で

の
モ
ン
ゴ
ル
中
央
県
と
の
友
好
交
流
の

推
進
を
目
的
と
し
て
活
動
を
さ
れ
て
お

り
町
に
と
っ
て
も
信
頼
で
き
る
相
手
国

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
進
め
方
及
び
取
り

　
　
　

組
む
べ
き
重
要
な
課
題
は

　
　
　

何
か

　
　
　

町
長

　

視
察
に
よ
る
交
流
そ
し
て
「
人
材
交

流
派
遣
に
関
し
て
の
包
括
協
定
」
を
結

ぶ
な
ど
、
ま
ず
は
友
好
的
な
関
係
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
と
並
行
し
て
、
受

入
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
町
内
事

業
所
の
受
入
希
望
確
認
と
、
モ
ン
ゴ
ル

日
本
語
学
校
卒
業
生
の
意
向
確
認
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

日
本
側
受
け
入
れ
監
理

　
　
　

団
体
の
設
立
時
期
は

展
さ
せ
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
と
考

え
る
が

　
　
　

町
長

　

道
の
駅
で
の
来
訪
者
の
動
向
調
査
を

踏
ま
え
更
な
る
広
報
活
動
に
つ
な
げ
て

い
る
。
意
向
、
満
足
度
調
査
は
不
足
し

て
お
り
、
電
子
媒
体
で
の
手
法
も
含
め

町
内
事
業
所
と
連
携
し
て
検
討
、
実
施

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

道
の
駅

　

新
年
度
よ
り
新
た
な
指
定
管
理
業
者

が
決
定
し
た
が
、
決
定
に
至
っ
た
評
価

と
新
事
業
者
に
期
待
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
。

　
　
　

町
長

　
「
施
設
の
効
用
の
発
揮
」
、「
施
設
の

適
正
管
理
」
、「
経
営
規
模
及
び
能
力
」

な
ど
の
項
目
に
お
い
て
高
い
評
価
と

な
っ
た
。
「
に
ち
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
」
の

県
内
外
へ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
地
元

団
体
と
の
関
係
性
を
強
化
し
た
施
設
の

魅
力
向
上
に
期
待
を
し
て
い
る
。

　
　
　

お
お
く
さ
荘

　

お
お
く
さ
荘
が
休
止
し
、
福
祉
会
か

ら
福
祉
保
健
課
の
所
管
に
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
利
活
用
の
方
向
は
。

　
　
　

町
長

　

お
お
く
さ
荘
は
、
平
成
29
年
4
月
か

ら
町
で
管
理
を
し
て
い
る
。
現
在
お
お

く
さ
荘
は
「
避
難
所
」
と
し
て
、「
た
ん

ぽ
ぽ
の
家
」
は
介
護
予
防
施
設
と
し
て
、

地
域
の
方
が
学
習
会
で
年
数
回
の
使
用

さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

は
特
段
の
計
画
は
な
く
、
活
用
方
法
を

見
出
し
て
い
な
い
。

　
　
　

移
住
定
住
対
策

　

Ｉ
タ
ー
ン
対
策
は
各
方
面
に
出
掛
け

た
り
、
冊
子
も
作
っ
て
対
応
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
U
タ
ー
ン
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
が
希
薄
に
感
ず
る
が
見
解

は
。

　
　
　

町
長

　

総
合
戦
略
に
基
づ
き
世
帯
向
け
賃
貸

住
宅
の
整
備
や
分
譲
宅
地
へ
の
家
屋
建

築
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
直
接
的

な
支
援
と
併
せ
て
農
林
業
の
所
得
向
上

な
ど
仕
事
と
暮
ら
し
の
質
を
向
上
さ
せ

U
タ
ー
ン
を
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

　

監
理
団
体
と
し
て
、
日
南
町
商
工
会

を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
頃
ま
で

に
設
立
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

町
長

　

鳥
取
県
西
部
の
某
監
理
組
合
と
話
を

進
め
て
い
る
。
一
緒
に
モ
ン
ゴ
ル
へ

行
っ
て
も
よ
い
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　
　
　

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

　
　
　

農
場
の
排
水
問
題

　

日
南
町
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
株

式
会
社
及
び
銭
神
山
川
農
業
用
水
関
係

者
の
３
者
に
よ
る
公
害
防
止
協
約
書
の

締
結
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

町
長

　

平
成
29
年
９
月
以
来
、
地
元
と
事
業

者
と
の
協
議
を
延
べ
４
回
実
施
し
た
が
、

双
方
と
も
意
見
が
平
行
線
の
ま
ま
で
協

約
書
締
結
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き

続
き
締
結
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
　
　

マ
ン
ガ
ン
流
出
の
起
源

　
　
　

特
定
は

　

昨
年
８
月
に
鳥
取
大
学
農
学
部
に
よ

る
「
日
野
川
水
系
に
お
け
る
水
質
等
調

査
報
告
会
」
で
、
今
後
の
課
題
と
さ
れ

た
５
項
目
の
内
、
森
林
開
発
周
辺
か
ら

流
出
し
て
い
る
高
濃
度
マ
ン
ガ
ン
の
起

源
特
定
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
取
り
組

み
状
況
は
。

　
　
　

町
長

　

マ
ン
ガ
ン
の
溶
出
起
源
は
立
証
で
き

て
い
な
い
が
、
報
告
で
は
人
為
的
な
影

響
に
よ
る
溶
出
が
考
え
ら
れ
る
。

　

開
発
地
で
の
さ
ら
な
る
調
査
実
施
を

産
業
廃
棄
物
を
所
管
す
る
鳥
取
県
と
協

議
し
て
行
く
。

　
　
　
今
後
の
改
善
計
画
の
情
報
は

　

当
農
場
の
今
後
の
経
営
計
画
や
改
善

計
画
等
で
、
何
か
情
報
収
集
さ
れ
て
い

る
内
容
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

町
長

　

畜
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
施

設
の
更
新
計
画
を
策
定
中
と
の
こ
と
。

時
期
に
つ
い
て
は
、
今
春
か
ら
着
手
予

定
で
あ
る
。
図
面
が
出
来
れ
ば
提
出
要

請
し
て
い
る
。
排
水
対
策
も
良
く
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

飼
育
頭
数
の
増
頭
に
繋
が
っ
て
は
い

け
な
い
の
で
、
引
き
続
き
頭
数
報
告
を

受
け
る
。

近藤仁志議員大西　保議員

問問 観光協会の業務充実を

職員体制の整備を図り
　来訪者の満足度を上げる

答答

問問 モンゴル技能実習生の
　　受け入れの重要な課題は

友好的な関係づくりに
　　　　　　　　取り組む

答答

問問問問

問問

問問問問

問問 問問

問問

問問 問問

問問問問
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答答答答

答答 答答

答答答答

答答

答答

答答答答

答答

答答



　
　
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

日
南
町
の
現
状
と
し
て
、
人
口
の
半

数
以
上
が
65
歳
を
迎
え
、
年
代
別
で
は

80
歳
代
が
最
多
数
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
10
年
先
、
20
年
先
と
大
変
厳
し
い
状

況
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

現
状
の
中
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
や
重

度
化
予
防
に
期
待
が
も
て
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
が
１
月
か
ら
新
設
さ
れ

た
が
、
高
齢
化
に
向
け
た
、
更
な
る
対

応
を
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

中
曽
病
院
事
業
管
理
者

　

理
学
療
法
士
６
名
、
作
業
療
法
士
１

名
と
体
制
が
整
っ
た
た
め
、
診
療
科
と

し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
新
設

し
た
。

　

介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

で
あ
る
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
C
の
拡
充
、

地
域
支
援
事
業
で
の
運
動
機
能
向
上
、

栄
養
改
善
な
ど
従
来
あ
っ
た
も
の
を
充

実
さ
せ
る
。
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で
の
相
談

業
務
の
充
実
、
福
祉
会
が
訪
問
介
護
さ

れ
る
場
合
理
学
療
法
士
も
一
緒
に
伺
っ

て
、
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
画

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

整
形
外
科
の
受
診
日
を

増
や
し
て
は

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
、整
形
外

科
の
患
者
数
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る

と
思
う
が
、整
形
外
科
の
受
診
日
を
増
や

す
事
は
出
来
な
い
か
。ま
た
、30
年
度
の
医

日
南
福
祉
会
の
人
材
確
保

対
策

　

介
護
職
員
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
新
年
度
か
ら
あ
ら
た
に
介
護
職

員
等
の
人
材
確
保
対
策
と
し
て
1
0
0

万
円
の
支
度
金
制
度
を
設
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
中
途
退
職
者
を
生
ま

な
い
た
め
の
処
遇
改
善
は
図
ら
れ
て
い

る
か
。

　
　
　

増
原
町
長　

　

日
南
福
祉
会
に
お
い
て
は
、
中
途
退

職
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
新
規
採
用
者
を

確
保
す
る
た
め
、
処
遇
改
善
策
（
定
期

昇
給
の
実
施
、
賞
与
の
率
の
維
持
、
研

修
費
資
格
取
得
費
の
助
成
等
）
様
々
な

努
力
を
さ
れ
て
い
る
。
中
途
退
職
を
防

止
す
る
た
め
の
取
組
み
（
腰
痛
予
防
の

た
め
の
リ
フ
ト
の
導
入
、
研
修
会
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
、
職
場
環
境
改

善
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

活
動
等
）
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

師・看
護
師
の
求
人
募
集
状
況
は
。

　
　
　

病
院
事
業
管
理
者

　

鳥
取
大
学
整
形
外
科
医
局
の
人
員
体

制
が
充
分
に
な
っ
た
ら
追
加
派
遣
は
可

能
だ
が
、
現
在
の
状
況
で
整
形
外
科
の

受
診
日
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
。
ま

た
人
材
紹
介
会
社
等
を
活
用
し
な
が
ら

独
自
採
用
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　

30
年
度
の
新
規
採
用
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。
31
年
度
に
向
け
、
各
看
護
大
学

や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
出
掛
け
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
。

　
　
　

結
婚
対
策

　

か
つ
て
、
結
婚
相
手
と
の
出
会
い
の

き
っ
か
け
と
し
て
「
職
場
で
の
出
会

い
」
や
「
青
年
団
な
ど
地
域
社
会
で
の

出
会
い
」
な
ど
、
自
然
の
出
会
い
が
主

流
だ
っ
た
が
、
出
会
い
が
減
少
し
て
い

る
昨
今
、
行
政
と
し
て
も
婚
活
応
援
を

す
る
こ
と
が
必
要
な
時
代
で
あ
る
。
現

在
、
町
内
に
20
代
、
30
代
、
40
代
の
独

身
男
女
は
ど
の
位
お
ら
れ
る
か
。

　
　
　

増
原
町
長

　

国
勢
調
査
に
よ
る
と
町
内
の
独
身
男

性
は
、
20
代
が
1
2
3
名
、
30
代
が

1
0
6
名
、
40
代
が
99
名
で
あ
る
。
ま

た
、
独
身
女
性
は
20
代
が
87
名
、
30
代

が
39
名
、
40
代
が
40
名
で
あ
る
。

　

平
成
9
年
〜
15
年
に
実
施
し
た
「
夢

ラ
ン
ド
日
南
」
で
７
組
、
23
年
〜
26
年

の
「
に
ち
な
ん
恋
日
和
」
で
は
２
組
の

成
婚
実
績
が
あ
っ
た
。
町
と
し
て
も
有

効
な
施
策
は
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

婚
姻
奨
励
事
業

　

平
成
30
年
度
は
教
育
委
員
会
が
所
管

と
な
っ
て
実
施
さ
れ
る
が
、募
集
を
か
け

て
も
町
内
の
参
加
者
が
集
ま
り
難
い
と
予

測
さ
れ
る
。ど
の
よ
う
な
手
法
を
取
ら
れ

る
の
か
。

　
　
　

丸
山
教
育
長

　

対
象
と
な
る
方
に
町
報
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
で
直
接
呼
び
か
け
る
だ
け
で

な
く
、
各
種
会
合
や
研
修
会
等
で
も
宣

伝
し
た
い
。
ま
た
、
S
N
S
も
利
用
し

て
、
家
族
や
友
人
等
か
ら
働
き
か
け
を

お
願
い
し
た
り
、
勧
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
取
り
組
み
に
し
た
い
。

町
外
か
ら
就
職
す
る
職
員

に
対
し
て
、
住
宅
手
当
や

通
勤
手
当
を
助
成
す
る
制
度
を
独
自

に
設
け
て
は
ど
う
か

　
　
　

町
長

　

住
宅
手
当
（
月
額
上
限
2
万
円
）
、

通
勤
手
当
（
1
km
あ
た
り
4
0
0
円
、

月
額
上
限
5
万
円
）
は
、
法
人
独
自
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
町
で

上
乗
せ
す
る
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在

考
え
て
い
な
い
。

林
業
成
長
産
業
化
地
域

創
生
モ
デ
ル
事
業

　
こ
の
事
業
は
5
年
間
の
事
業
で
あ
り
、

新
規
林
業
従
事
者
の
雇
用
拡
大
を
20
人

と
見
込
ん
で
い
る
が
、
目
標
は
達
成
で

き
る
の
か
。

　
　
　

町
長

　

目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
事
業
を

展
開
す
る
。地

域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

新
規
雇
用
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、業
務
内
容
を
明
ら
か
に

　
　
　

町
長

　

新
年
度
は
、
農
林
課
の
嘱
託
職
員
と

し
て
、
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
生
モ

デ
ル
事
業
の
う
ち
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

整
備
事
業
を
中
心
に
、
町
行
政
の
林
業

振
興
施
策
の
一
部
を
担
当
す
る
。

皆
伐
・
新
植
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、国
・
県
と
連
携
し
て

再
造
林
の
補
助
金
単
価
を
増
額
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が

　
　
　

町
長

　

現
行
制
度
で
は
、
地
拵
え
と
新
植
に

つ
い
て
は
、
県
補
助
金
と
町
の
単
独
補

助
に
よ
り
、
個
人
負
担
は
ほ
ぼ
不
要
。

た
だ
し
、
下
刈
り
に
は
町
の
嵩
上
げ
を

行
っ
て
い
な
い
た
め
、
再
造
林
が
停
滞

す
る
一
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

日
南
町
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
の
持
続
的
活
用
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画

(

平
成
29
年
2
月)

は
、
ど
の
よ
う
に

検
討
さ
れ
て
い
る
か

　
　
　

町
長

　

導
入
計
画
は
具
体
的
な
利
用
を
想
定

し
て
策
定
す
る
。

低
コ
ス
ト
で
安
定
供
給
が
課
題
で
あ
る
。

薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
家
庭
レ
ベ
ル
で
の
推

進
を
図
る
。

足羽　覚議員久代安敏議員

問問 リハビリテーション科新設に伴い
　　　　整形外科の受診日増を

現在の状況では難しい答答

問問 中途退職者を生むな

処遇改善や職場環境改善が
　　　すでに実施されている

答答

問問問問問問

問問問問

問問問問

問問 問問

問問
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町政のここが聞きたい 町政のここが聞きたい

答答答答

答答答答答答答答

答答 答答 答答答答

リハビリテーション科が表示された案内看板

増加する薪ストーブ

導入されたベット用リフト



陳情審査の討論

陳情審査の賛否内訳

件　　名 提　出　者 審　査　意　見 本会議

陳情の審査結果陳情の審査結果
　提出のあった請願・陳情は、３月定例会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。 　○可決・同意した議案   

3月定例会審議結果

核兵器禁止条約
の日本政府の署
名と批准を求め
る意見書採択に
ついての陳情

我国は唯一の戦争被爆国であり核兵器全廃を目指して
いるが、核兵器禁止条約は核保有国の参加がなければ
実効性がなく、核保有国と非保有国との対立を生みかね
ない。
まずは、日本政府が取り組んできたCTBT（包括的核実験
禁止条約）、FMCT（核兵器用核分裂性物質生産禁止
条約）を着実に進め、NPT（核拡散防止条約）体制を確
立し核兵器のない世界の実現に努力すべきである。

ヒバクシャ国際署名を
すすめる鳥取県民の会

代表　鳥取県原爆被害
　　　者協議会
会長　田中　一朗

不採択

賛成　荒木博議員
　我が国は非核３原則を掲げているが、現実
的な問題として、核保有国が存在している。日
本の安全保障の観点から考えると、同盟国で
あるアメリカと共に、核拡散防止条約や包括
的核実験禁止条約等による核軍縮に向けた
現実的な取組をして行くべき。アメリカの核の
抑止力を否定する条約に加入することには無
理があると考える。

反対　久代安敏議員
　平井県知事を始め、全地方自治体の首長や
増原町長もヒバクシャ国際署名に署名されて
いる。昨年7月7日に、国連193加盟国の内、
122か国の賛成で採択された条約である。国
も非核3原則を議決して久しい。北朝鮮やアジ
ア情勢を見ても、非核化を日本政府こそ訴えて
行くべき。一日も早く日本政府もこの条約に署
名し批准すべき。

賛成　足羽覚議員
　この度の核兵器禁止条約は、核保有国であ
る5か国と実質的核保有国の4か国が不参加。
核保有国が見向きもしない条約を作っても、核
保有国との対立を深めるだけ。日本はアメリカ
の核の傘の下にある以上、安全保障政策を冷
静に考えれば、現段階で、核兵器禁止条約に
参加すべきでない。

反対　 坪倉勝幸議員
　これまでの核実験禁止条約に米国、中国は
参加していない。また、核拡散防止条約も核保
有国の5か国は参加していないので、対立を招
くとは思えない。世界で唯一の被爆国である日
本は率先をして、核兵器の廃絶強化に取組ま
なければならないし、核拡散防止条約、核実
験禁止条約、核兵器禁止条約のステージに於
いて、日本は世界をリードしなければならない。

結果

不採択 

村
上
　
正
広

福
田
　
　
稔

古
都
　
勝
人

足
羽
　
　
覚

大
西
　
　
保

久
代
　
安
敏

惠
比
奈
礼
子

近
藤
　
仁
志

荒
木
　
　
博

坪
倉
　
勝
幸

山
本
　
芳
昭

（
欠
　
員
）

－

××××

◯◯◯

×

◯

×

－
※村上正広議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。ただし、採決で賛否が同数となった場合は「議長裁決」という形で賛否表明をします。 ※【賛否の分かれたもの】については、P.9の討論をご覧下さい。

一般会計補正予算（第8号）

国民健康保険特別会計補正予算（第4号）

簡易水道事業特別会計補正予算（第4号）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第2号）

介護保険特別会計補正予算（第3号）

介護サービス事業特別会計補正予算（第1号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

一般会計補正予算（第9号）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号）

日南町被災者住宅再建支援事業助成条例

日南町職員等の旅費に関する条例

日南町職員定数条例

日南町後期高齢者医療に関する条例

日南町介護保険条例

日南町特別医療費助成条例

補
正
予
算

日南町居宅介護支援事業に関する条例の制定

町道の路線認定について

町道の路線変更について

日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について

副町長の選任につき同意を求めることについて

教育長の任命につき同意を求めることについて

一般会計予算　　※【賛否の分かれたもの】

国民健康保険特別会計予算

簡易水道事業特別会計予算

農業集落排水事業特別会計予算

介護保険特別会計予算

再生可能エネルギー発電事業特別会計予算

病院事業会計予算

条
例
の
廃
止・制
定

そ
の
他

新
年
度
予
算

条
例
の
一
部
改
正

日南町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する条例及び日南町指定地域密
着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する条例
日南町地域包括支援センターの人員及び運営に関す
る基準を定める条例

日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例

日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する
条例

日南町木竹共同加工施設の設置及び管理に関
する条例の廃止
日南町行政手続等における情報通信の技術の
利用に関する条例の制定

鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変更
に関する協議について

公の施設に係る指定管理者の指定について
（道の駅にちなん日野川の郷）
公の施設に係る指定管理者の指定について
（農林漁業体験実習施設ゆきんこ村）
工事請負契約の締結について
（日南町体育館改築工事（建築））

介護サービス事業特別会計予算
　　　　　　　　※【賛否の分かれたもの】
後期高齢者医療特別会計予算
　　　　　　　　※【賛否の分かれたもの】

再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予
算（第1号）

日南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例
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ウッドカンパニー
ニチナン

【あさひの郷】
・認知症ＧＨ     
を検討協議中

【旧ヘリポート①】
・世帯用アパート　
（６戸を想定）　　

【虹の郷】
・障がい者ＧＨ
 を検討協議中

【消防署裏手①】
・世帯用アパート
（９戸を想定） 

【消防署裏手②】
・駐車場を想定
（舗装）        

町営バス
駐車スペース
を想定

【重機車庫付近】
・多目的広場を想定
（当面現状維持）  

平成30年3月16日
中心地域整備に関する調査特別委員会　資料

【施設周辺】
・町道を想定

【残土置き場】
・残土処分　   
・健康増進施設

【旧ヘリポート②】
・多目的スペースを想定
（舗装）　　　　　　

日南プレカット
事業協同組合

子育て
支援センター

総合行政システムのクラウド化について
（企画課）

　1市4町にて、クラウドコンピューティングを活用
したシステムの共通化についてのメリットやスケ
ジュールについて説明を受けた。

福栄地域振興センター新築工事設計
（企画課）

　玄関スロープに屋根が必要との意見があり、検
討を求めた。

星空保全条例について
（住民課）

　町と町民の取り組みについて、住民課と企画課
で対応。2月中にまち協、自治協議会で説明し、3
月中旬に町の方針を県に伝える。

新石見小水力発電所工事の進捗状況
（住民課）

　発電開始は９月以降になるとの報告を受けた。
発電開始の遅れによる収支見込みの提出を求め
た。

公  共  交  通
（企画課）

　町民から苦情の多い11時から15時までの運行
ダイヤ改正について説明を受けた。

日南町チャレンジ企業支援事業について
（企画課）

　新たに、農林産物加工品販路拡大支援事業を
追加する。

各 委 員 会 の 活 動 報 告

1月31日
総務教育常任委員会

中心地域整備構想
（民間活用住宅整備等事業）

（企画課）

　太田原ゾーン利用計画案が示され、年度内に
世帯用アパート６戸（民間活用住宅）を建築した
いと提案された。
建築場所について、様々な意見が出たが、
①重機車庫は現在のまま使用する。
②健康増進施設は新築せずに既設の建物を最
大限活用する。
以上２点を前提として、執行部案を了承した。

「道の駅にちなん日野川の郷」の
指定管理が決まる
（企画課・農林課）

　株式会社サクセス（代表取締役　和泉　享　
香川県坂出市西大浜北2丁目1番11号）に決定。
・指定管理の期間は、平成30年4月1日から平成35
年3月31日までの5年間
・指定管理料は、基本額1,000万円＋出荷者売上
額の15％で、上限は2,000万円
道の駅のイメージアップ戦略の取り組みについて
説明を受けた。

日南町200年の森遊歩道整備計画(案)について
（農林課）

　1月の臨時会において予算を認めなかった遊
歩道整備事業について、事業構想・整備概要及
び将来構想について、説明を受け質疑を行った。
（本件は3月定例会において、予算を認めました）

日南町高齢者生活福祉センター「かすみ荘」
現地調査（福祉保健課）

　暖房設備や給水関係などの設備、屋内壁や床
などの著しい劣化を確認した。
居住部門やデイサービスの利用に支障がないよう
に、修繕を行うよう提言した。
　障がい者グループホームの施設整備や、日南福
祉会の経営状況などについて、担当課と意見交換
を行った。

29年度建設工事の進捗状況について
（建設課）

　29年度に計画されている工事等の進捗状況に
ついて説明を受けた。

にちなん保育園の現地調査

　改修後の保育室・事務室の状況及び園舎の管
理状況を調査した。

簡易水道の給水障害について
（建設課）

　配水管の凍結による給水障害の状況及び対
応について説明を受けた。

1月25日

3月15日

2月21日

3月15日 1月31日・3月15日

経済福祉常任委員会

大田原ゾーン利用構想計画（案）

道の駅

ローソン

コメリ
着手予定
H30年度中
H31年度中
H32年度以降
整備済もしくは
当面現状維持

文字色

1月23日・3月16日
中心地域整備に関する調査特別委員会
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執
行
部
か
ら
議
会
に
、議
案
の

提
出
が
あ
り
、提
案
理
由
の

説
明

議
案
に
対
し
、議
員
か
ら
動

議
を
提
出
。（
こ
の
動
議
は
、議

員
定
数
の
12
分
の
1
以
上
で

成
立
）

議
員
の
発
議（
2
人
以
上
）で
、

修
正
案
を
議
題
と
し
た
修
正

動
議
を
発
議
者
が
連
署
し
て

議
長
に
提
出
。

議
案
採
決（
議
員
の
修
正
案
、

及
び
修
正
部
分
を
除
く
原
案

に
対
し
賛
否
を
決
め
る
）

本
案
に
対
す
る
議
員
か
ら
質
疑

問　

な
ぜ
、
雪
が
深
い
年
度
末

の
こ
の
時
期
な
の
か
。
国
の
予

算
は
い
つ
決
定
し
た
の
か
。

答　

当
初
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

の
整
備
を
計
画
し
て
い
た
が
、

多
里
保
育
園
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
予
定
し
て
い
た
予
算
が
大

幅
に
縮
小
し
た
。
林
野
庁
と
協

議
し
た
結
果
、
そ
の
残
り
の
予

算
を
可
能
な
限
り
本
年
度
に
お

い
て
支
出
せ
よ
と
の
こ
と
で
、

30
年
度
に
予
定
し
て
い
た
事
業

を
前
倒
し
で
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。
国
の
交
付
決
定
は
12
月

末
で
あ
る
。

３
月
末
ま
で
に
実
施
で
き
な
い

場
合
は
繰
越
し
を
国
と
協
議
し

て
い
る
。

問　

設
計
費
が
か
な
り
高
額
に

な
っ
て
い
る
が
。

答　

国
が
示
し
た
設
計
基
準
に

合
わ
せ
た
内
容
で
、
業
者
か
ら

見
積
も
り
を
取
っ
た
結
果
だ
が
、

入
札
に
よ
っ
て
実
際
に
は
下
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
30
年
２
月
16
日
に
鳥
取

県
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
「
町

村
議
会
議
長
と
し
て
通
算
６
年

以
上
在
職
し
、
功
労
の
あ
っ
た

者
」
と
し
て
村
上
正
広
議
長
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
功  

績
】

・
平
成
23
年
に
議
会
基
本
条
例

の
制
定
や
委
員
会
の
テ
レ
ビ
中

継
放
送
の
実
施
な
ど
議
会
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
れ

ら
が
高
く
評
価
さ
れ
、
日
南
町

議
会
が
平
成
27
年
２
月
に
全
国

町
村
議
長
会
か
ら
特
別
表
彰
を

受
け
る
。

・
平
成
27
年
6
月
よ
り
議
会
基

本
問
題
調
査
特
別
委
員
会
で
、議

員
定
数
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
等
を
踏
ま
え
、
次
回
の
一
般

選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
現
行
の

12
人
か
ら
10
人
に
決
定
し
た
。

こ
れ
ら
地
域
の
振
興
発
展
に
寄

与
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

任
期
満
了
に
伴
う
副
町
長
の
選

任
の
同
意
に
つ
い
て
投
票
が
行

わ
れ
、
中
村
英
明
氏
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
30
年
4
月
1

日
か
ら
平
成
34
年
3
月
31
日
ま

で
。教

育
長
の
任
命

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
任
期
満
了
に
伴
う
教
育

長
の
任
命
の
同
意
に
つ
い
て
投

票
が
行
わ
れ
、
丸
山
悟
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
30
年
4
月
1

日
か
ら
平
成
33
年
3
月
31
日
ま

で
。

　

（
3
月
）

2
日 

3
月
定
例
会
本
会
議

5
日 

3
月
定
例
会
本
会
議

6
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

 

議
会
運
営
委
員
会

7
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

8
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

9
日 

日
南
中
学
校
卒
業
式

 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

12
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

13
日 

3
月
定
例
会
本
会
議

15
日 

総
務
教
育
常
任
委
員
会

 

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

16
日 

日
南
小
学
校
卒
業
式

 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

 

中
心
地
域
整
備
に
関
す 

 

る
調
査
特
別
委
員
会

20
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

23
日 

3
月
定
例
会
本
会
議

 

全
員
協
議
会

 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

27
日 

石
見
・
に
ち
な
ん
保
育 

 

園
卒
園
式

　

（
1
月
）

12
日 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

13
日 

日
南
町
消
防
出
初
式

17
日 

議
会
広
報
常
任
委
員
会

18
日
〜
19
日

 

議
員
研
修
（
3
人
参
加 

 

／
滋
賀
県
）

23
日 

臨
時
議
会

 

中
心
地
域
整
備
に
関
す 

 

る
調
査
特
別
委
員
会

25
日 

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

31
日 

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

（
2
月
）

8
日 

全
員
協
議
会

14
日 

定
期
監
査

15
日 

定
期
監
査

16
日 

鳥
取
県
町
村
議
会
議
長 

 

会
総
会
・
表
彰
式

21
日 

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

26
日 

議
会
運
営
委
員
会

28
日 

全
員
協
議
会

■
2
月
13
日

福
岡
県
古
賀
市
議
会

議
会
広
報
の
作
成
に
つ
い
て

　

議
案
の
内
容
に
対
し
、議
員
は

必
要
に
応
じ
て
議
案
を
修
正
す

る
事
が
で
き
ま
す
。

　

１
月
の
臨
時
会
で
、平
成
29
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
修
正

可
決
し
ま
し
た
。今
号
で
は「
修

正
動
議
」に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま

す
。

議
　
会
　
活
　
動
　
報
　
告

問　

遊
歩
道
を
使
用
し
て
ど
の

よ
う
な
木
育
を
す
る
の
か
、
観

光
事
業
で
の
利
活
用
な
ど
「
２

０
０
年
の
森
」
の
全
体
構
想
が

で
き
て
い
る
の
か
。

答　

並
行
し
て
計
画
策
定
す
る

た
め
に
鳥
取
大
学
と
も
協
議
し

て
い
る
。

問　

遊
歩
道
の
形
態
と
構
造
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

地
権
者
と
協
議
し
な
が
ら
、

現
場
合
わ
せ
を
し
て
施
工
す
る
。

問　

山
林
を
借
り
る
に
あ
た
り

賃
借
料
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
間
伐
は
さ
れ
な
い
の
か
。

答　

木
下
家
の
方
で
間
伐
を
あ

る
程
度
行
い
た
い
。
そ
の
後
の

利
用
に
つ
い
て
は
無
償
で
と
い

う
ふ
う
に
聞
い
て
い
る
。
ソ
フ

ト
も
含
め
て
、
地
権
者
の
方
々

等
と
も
十
分
に
議
論
し
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

遊
歩
道
だ
け
で
は
な
く
そ

の
周
辺
も
教
育
の
場
と
し
て
使

用
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に

か
か
る
後
年
度
の
管
理
費
に
つ

い
て
の
試
算
は
。

答　

４
年
間
に
つ
い
て
は
成
長

産
業
化
の
ソ
フ
ト
事
業
を
充
て

る
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
収

益
性
を
持
っ
た
利
活
用
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
お
も
な
補
正
予
算

◆
町
造
林
事
業　

４
３
９
万
円

社
会
体
育
館
建
設
用
材
と
し
て

出
立
山
町
有
林
１
ha
皆
伐

定
期
監
査
の
報
告

　

12
月
18
日
に
監
査
委
員
よ
り
、

定
期
監
査
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

要
望
事
項

一
、
会
計
事
務
研
修
及
び
内
部

統
制
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

　

毎
月
の
出
納
検
査
に
お
い
て
、

支
払
の
遅
延
、
支
払
関
係
書
類

の
不
備
、
二
重
払
い
等
が
度
々

見
受
け
ら
れ
、
そ
の
都
度
指
摘

し
て
い
る
が
、
会
計
事
務
の
重

要
性
に
つ
い
て
の
基
本
的
認
識

が
不
足
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
全
職
員
へ
の
財
務
会
計
事

務
の
研
修
を
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
６
月
の
地

方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
お
い

て
、
内
部
統
制
に
関
す
る
方
針

が
決
定
さ
れ
、
市
町
村
は
努
力

義
務
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
「
内
部
統
制
体
制
」
の
整
備

は
、
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻

く
リ
ス
ク
に
つ
い
て
認
識
し
、

運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民

の
信
頼
を
得
る
こ
と
に
大
き
く

寄
与
す
る
。
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。　

平成29年度
　　一般会計補正予算　
平成29年度
　　一般会計補正予算　

２００年の森遊歩道等整備設計費・工事請負費7,635千円を減額２００年の森遊歩道等整備設計費・工事請負費7,635千円を減額

修
正
案
提
案
理
由

　
　
　
　
　

　

２
０
０
年
の
森
等
木
育
整

備
事
業
の
全
体
構
想
が
明
確

で
な
く
、
歩
道
設
置
工
事
、

設
計
費
の
工
事
請
負
額
に
対

す
る
割
合
も
30
％
を
超
え
高

額
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
遊
歩
道
設
置
工

事
の
設
計
費
１
８
０
万
７
千

円
と
工
事
請
負
費
５
８
２
万

８
千
円
を
減
額
す
る
も
の
で

あ
る
。

「
修
正
動
議
」と
は

議 会
あ
ら
か
る
と

あ
ら
か
る
と

議
案
審
査
の
流
れ

副
町
長
の
選
任

滋賀県大津市にて

平
成
30
年

行
政
視
察 

受
入
状
況

自
治
功
労
者
表
彰

※

議
会
に
関
す
る
視
察

（
1
月
12
日
以
降
）

第1回 臨時会第1回 臨時会
平成30年1月23日平成30年1月23日

　

林
業
成
長
産
業
化
モ
デ
ル
事
業
の
地
域
構
想
に
基
づ
き
、木
育
教
育
の
推
進
を

図
る
た
め
に
、木
下
家
住
宅
の
裏
山
に「
２
０
０
年
の
森
遊
歩
道
」等
を
整
備
す
る

予
算
案
に
質
疑
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、具
体
的
な
全
体
構
想
が
明
確
で
な

い
と
い
う
理
由
に
よ
り
、全
員
一
致
で
減
額
修
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

問問答答

問問答答

答答

問問答答問問問問 答答

問問答答

減額修正案可決
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種
蒔
き
も
終
わ
り
、
田
ん
ぼ
に
水

が
張
ら
れ
、
早
苗
に
新
緑
が
映
え
、

カ
エ
ル
の
声
が
空
き
家
に
も
昔
と
変

わ
ら
ず
響
き
ま
す
。
五
穀
豊
穣
を

願
っ
て
管
理
が
問
わ
れ
、
こ
れ
か
ら

が
勝
負
で
す
。

　

３
月
定
例
会
は
、
予
算
議
会
と
も

称
さ
れ
「
誰
も
が
安
心
し
て
住
む
こ

と
が
で
き
る
町
」
の
町
長
施
政
方
針

の
も
と
、
産
業
振
興
、
福
祉
の
充

実
、
生
活
・
子
育
て
支
援
等
、
各
事

業
に
予
算
と
言
う
種
が
播
か
れ
ま
し

た
。

　

予
算
執
行
と
言
う
管
理
状
況
を
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
評
価
を
頂
き
な
が

ら
、
議
会
も
実
り
豊
か
な
成
果
を
追

求
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

是
非
議
会
に
届
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

記

U
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
は

　

昭
和
43
年
高
校
卒
業
後
、
電
電
公
社

（
現
在
N
T
T
）
鳥
取
支
店
に
入
社
し

て
、
鳥
取
、
広
島
、
東
京
と
転
勤
を
繰

り
返
し
、
50
歳
の
時
に
米
子
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

当
時
、
管
理
職
と
し
て
人
員
整
理
に

携
わ
り
、
他
人
を
辞
め
さ
せ
て
自
分
だ

け
が
残
っ
て
い
い
の
か
と
葛
藤
し
て
い

る
時
期
に
、
父
親
の
具
合
が
悪
く
な
っ

た
の
と
、
都
会
で
65
歳
ま
で
勤
め
て
い

た
ら
い
い
ナ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
米

子
転
勤
が
縁
で
田
舎
に
帰
っ
て
み
る
と

自
然
が
好
き
な
ん
だ
と
、
里
心
が
付
い

た
感
じ
。
53
歳
で
U
タ
ー
ン
を
決
意
し

ま
し
た
。

帰
ら
れ
て
か
ら
の
生
活
は

　

中
海
C
A
T
V
の
宅
内
工
事
や
、
会

社
で
の
経
験
を
活
か
し
て
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
講
師
、
日
野
高
校
の
O
A
関
連
で

主
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
双
葉
寮

の
舎
監
、
N
T
T
の
営
業
を
臨
時
で
4

年
や
り
60
歳
で
き
っ
ぱ
り
辞
め
ま
し
た
。

　

悠
々
自
適
に
や
っ
て
い
た
け
ど
役
職

依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
30
数
年
離

れ
て
い
た
間
も
皆
で
地
域
を
ま
と
め
て

く
れ
て
い
た
と
感
謝
し
、
役
回
り
が
来

た
の
か
と
覚
悟
し
ま
し
た
。
た
だ
皆
で

カ
バ
ー
し
合
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

行
き
た
い
も
の
で
す
。

法
人
「
農
天
気
」
設
立
の
い
き
さ
つ
は

　

27
年
2
月
に
組
合
員
26
名
、
耕
地
提

供
者
31
名
、
約
12 

ha
の
規
模
で
設
立
し

ま
し
た
。
地
域
を
守
り
、
景
観
を
守
る

事
が
目
的
で
、
大
規
模
法
人
で
は
草
刈

り
等
、
維
持
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
成
り

は
し
な
い
か
と
懸
念
が
有
り
、
地
域
の

仲
間
と
や
ろ
う
と
の
話
し
合
い
か
ら
。

　

任
意
団
体
で
受
託
組
合
を
作
り
、
中

山
間
直
接
支
払
を
利
用
し
て
機
械
も
購

入
し
て
い
た
の
で
割
と
抵
抗
な
く
で
き

た
。

日
南
町
が
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
に
は

　

女
性
が
活
躍
で
き
る
町
で
な
い
と
ダ

メ
。
女
性
が
活
き
活
き
と
自
己
表
現
で

き
て
、
活
躍
で
き
る
こ
と
に
よ
り
面
白

い
町
づ
く
り
が
期
待
で
き
る
の
で
は
。

そ
う
な
れ
ば
面
白
そ
う
と
他
所
か
ら
女

性
が
入
り
易
い
。
新
し
い
視
点
も
生
ま

れ
る
の
で
は
。
そ
れ
と
地
域
的
に
他
所

か
ら
来
た
人
に
距
離
を
置
く
傾
向
に
あ

る
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
を
優
し
く
包
ん
で

あ
げ
れ
る
地
域
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

あ
か
ね
の
郷
家
族
会
長
と
し
て

　

家
族
会
の
中
に
職
員
も
入
っ
て
い
る

の
で
、
キ
ツ
イ
仕
事
を
良
く
や
っ
て
く

れ
て
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。
和

や
か
な
雰
囲
気
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

中
途
退
職
が
減
り
、
新
規
採
用
が
う
ま

く
い
け
ば
と
の
想
い
は
強
い
で
す
。

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
研
修
生
受
け
入
れ
は
、

い
い
で
す
ね
ぇ
。
日
本
人
の
国
で
な
い

と
い
け
な
い
考
え
は
根
強
い
け
ど
、
農

業
も
一
緒
で
他
所
の
人
を
受
け
入
れ
て

い
か
な
い
と
日
本
が
成
り
立
た
な
い
時

代
が
来
る
と
思
う
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　

委 

員 

長　

惠
比
奈
礼
子

　
　
　

副
委
員
長　

足
羽　
　

覚

　
　
　

委　
　

員　

近
藤　

仁
志

　
　
　
　

 

〃　
　

  

大
西　
　

保

　
　
　
　

 

〃　
　

  

古
都　

勝
人

　
　
　
　

 

〃　
　

  

福
田　
　

稔

2
4
10
16
20

2
4
10
16
20

おもな内容おもな内容

平成30年4月発行平成30年4月発行 第151号第151号

後
藤
　
厚
見
さ
ん
（
上
石
見
）

あ
つ
み

い
き
い
き
と
女
性
が
活
躍
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
町
が
面
白
く
な
る

３月定例会
予算審査報告
一般質問（4名）
委員会活動報告
どっこい、この町に生きる

３月定例会
予算審査報告
一般質問（4名）
委員会活動報告
どっこい、この町に生きる
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